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１．はじめに 

 国内で老朽橋が増加し，橋梁点検が重要性を増

していく状況の中，本研究では人的な点検を補完

する技術として，一般化し易い市販の UAV を用い

た橋梁点検手法に焦点を当てる． 

  従来の人的な橋梁点検方法と UAV による点検方

法の損傷検出効果を比較することを目的に，実際に

UAV による橋梁点検を行った．その後，得られた

点検結果と既存の橋梁点検調書との比較を行い，橋

梁の損傷箇所と損傷タイプ別で，UAV により確認

しうる損傷とそうでないものを明らかにした．  

 

２．実橋梁に対する UAV を用いた橋梁点検 

 UAV を使用し実際の橋梁に対し橋梁点検を実施

した．点検を安全に行う為，点検前，点検当日，点

検後のデータ整理の 3 つの段階ごとに点検に関わ

る準備やプロセスをまとめた．本研究での点検中の

UAV 飛行ルートを図-1 に示す． 

使用した UAV 機体は既往研究 1)を参考に，点検

に使用する UAV を Mavic Pro2)と Spark2)(DJI 社製)

の２機に選定した（写真-1,2）．両機とも重量は800g

以下の小型機で搭載カメラは 2k 映像の撮影可能な

性能を有する． 

本研究では橋長 15~100m で，建設年次は最も古

いもので建設後 60 年が経過，構造は桁橋を中心に

点検対象橋梁とし，コンクリート・PC 橋，合成桁

橋を全９橋点検することができた．UAV 点検によ

り得られた映像の中から，画像を目視して損傷のタ

イプと箇所を抽出し，点検調書との比較を表-1 に

まとめた．  

 

 

３．UAV 点検による橋梁点検成果 

  点検結果の中から，損傷タイプと損傷箇所を区分

し，その件数の分布をまとめた．損傷の区分方法は

参考文献 3)を参考に，橋梁構造に関し影響度が大き

いと思われるものに着目した．点検調書に記載のあ

る損傷を青，UAV により発見した損傷を黄色で１

橋あたりの損傷件数の分布を図-2 に示す． 

結果として，UAV により撮影した映像からも橋

梁の箇所によっては，人的点検と同様に損傷を確認

できることがわかった．ただし，UAV の特性上，部

材の入り組んだスペースに侵入することはできな

かった為，床版裏や桁の内側，支承部分の損傷を確

認することはできていない．鋼部材の亀裂は割れ幅

がかなり微細な為，UAV による取得映像では確認

が難しかった．
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図-1 本研究での UAV の点検飛行ルート 

写真-2 Spark 

 

写真-1 Mavic Pro 
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点検調書には内桁の多くの箇所で鉄筋剥離が確

認されているが UAV によって確認することはでき

なかった．コンクリートのうきに関しても，打音検

査を必要とするため，本手法では発見困難と思われ

る．それに対し桁の外側や橋台の多くで，点検調書

に記載はないが，鉄筋露出や遊離石灰など今回

UAV によって新たに確認できた損傷もあった. 

 

４．まとめ 

 実際の橋梁に対し UAV による点検を実施した．

これにより人的点検との比較を通して UAV が確認

しづらい損傷タイプや損傷箇所を明らかにした．た

だし, 図-2 で示した損傷件数分布は，桁橋９橋分の

考察に過ぎず， UAV による点検方法を客観的に評

価する為には今後，点検対象橋梁を様々な構造形式

を有するものへ拡張し検討を深める必要がある． 
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